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平成 23 年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年 5 月 12 日に公表した平成 23 年 3 月期第 2 四半期（平成 22

年4月1日～平成22年9月30日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日）                （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ）  560,000 32,000 30,000 15,500 53 円 15 銭 

今回修正予想（Ｂ）  570,000 38,000 35,000 4,000 13 円 71 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  10,000 6,000 5,000 △11,500 ― 

増 減 率（ ％ ）  1.8% 18.8% 16.7% △74.2% ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年 3 月期 

第 2 四半期） 

497,904 18,358 17,924 10,115 34 円 65 銭 

 

 

２．修正の理由 

 平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間は、為替の円高による影響を受けたものの、空調事業において

中国やアジアでの販売が堅調に推移したことに加え、国内と欧州では猛暑を追い風に販売が伸びたこと

により、売上高、営業利益、経常利益は平成 22 年 5 月 12 日に公表した業績予想を上回る見込みです。 

当期純利益につきましては、保有有価証券のうち時価が著しく下落し、その回復があると認められな

いものについて、平成 23 年 3 月期第 2 四半期において減損処理による投資有価証券評価損（23,425 百

万円）を計上する必要が生じたため、前回公表した業績予想を下回る見込みです。 



３．通期業績予想について 

 平成 23 年 3 月期通期の業績予想につきましては、空調需要や為替相場などの動向をふまえて、平成

23 年 3 月期第 2 四半期決算発表（平成 22 年 11 月 9 日予定）の際に公表させていただく予定です。 

 

 

※業績見通しについては、当社が現時点で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績は見通しを大きく異なることがあります。その要因のうち、主なものは以下の通りです。 

 ・主要市場（日本、欧米、中国含むアジア）での政治・経済状況および製品需給の急激な変動 

 ・天候不順に伴う空調需要の変動 

 ・為替相場の大幅な変動（特にユーロ、米ドル相場） 

 ・重大な品質・生産トラブル 

 ・保有する有価証券、その他資産の時価変動 

以 上 

 


